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平成19年2月1日発行
　　　 赤十字新聞から転載

http://www.tss-tv.co.jp/news/
anpan/

テレビ新広島のHPにも、
りょうすけくんのことが
取り上げられています。
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病気, 83.5%
※うち35.4％ががん
（白血病を含む）

（平成26年輸血状況調査集計結果より）

輸血の使用状況（不詳を除く）

献血者数と実際に血液製剤を
投与された患者数（推定）ミニコラム

平成28年度の献血者数は、全血献血と成分献血を合

わせて、約483万人（延べ数）でした。一方、実際に血

液製剤を投与された患者数を正確に把握することは現

実には難しく、平成28年度に日本輸血・細胞治療学会

が実施した全国的な調査（血液製剤使用実態調査）の

結果をもとに平成28年の年間輸血実施数が推計され

ており、約95万人となっています。その他、血漿分画製

剤の投与を受けた患者さんもいます。

患 者 さ ん に 血 液 が 届 く ま で

　献血できる場所は、献血ルーム
や献血バスなど、全国にたくさん
あります。

献血ルーム 献血バス

献 　 　 血

血液センター 血漿分画製剤メーカー

医 療 機 関

献血は
いのちを繋ぐボランティアです

①検査
　血液型や、ウイルス混入し
ていないかを調べます。

②製剤
　血液は成分ごとに分けられ、
目的にあった血液製剤がつくら
れます。

　成分ごとに分けられた血液
（血漿）の一部は、血漿分画製
剤の原料（原料血漿）として血
漿分画製剤メーカーへと配分さ
れます。
　原料血漿はさらに様々な成分
に精製され、20種類以上の血
漿分画製剤となります。

③保管
　製剤の種類に応じて、適切
な温度で保管しています。

　血液製剤を必要としている患者さんのも
とに届きます。　
　献血で助かる命はたくさんあるのです。

④供給
　365日24時間いつでも病院
へ届けられるように、準備し
ています。
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損傷、中毒及び
その他の外因, 

2.8%

妊娠・分娩, 0.9% その他の疾患, 11.1%

　「血液事業」とは、一般に、血液を提供していただけ

る人を募集し、人の血液を採取し、血液製剤（人の血液

又はこれから得られた物を有効成分とする医薬品。輸

血用血液製剤と血漿
しょう

分画製剤がある。）として、治療を

必要とする患者さんのため、病院等に供給する一連の

事業のことをいいます。

　平成 28 年度には、全国で1年間に約 483万人（延

べ数）の方々に献血に御協力いただきました。血液は、

現代の科学技術をもってしても、未だ人工的に製造す

ることができません。また、献血いただいた血液は、

患者さんの治療目的に合わせた分離・加工がなされ、

輸血用血液製剤や血漿
しょう

分画製剤となって治療に使われ

ますが、血小板製剤など、その有効期間が非常に短い

ものもあります。

　こうしたことから、常に誰かの血液が必要とされてい

ます。

　血液製剤は人の血液から作られるため、ウイルス等の

混入による感染のリスクがあることが知られています

が、より安全性を向上させるため、様々な取組がなさ

れています。日本赤十字社では、献血いただいた血液

に対して、血清学的検査や B 型肝炎ウイルス（HBV）、

C 型肝炎ウイルス（HCV）及びヒト免疫不全ウイルス

（HIV）の核酸増幅検査（NAT）を実施しており、平成

19 年1月からは全ての製剤について白血球を除去する

製造方法を導入しています。また、血液製剤による感染

が疑われる事例が発生した場合には、遡及調査を行い、

速やかに回収等の措置がとれるようにしています。

　また、血液製剤は人の血液を原料としていることに鑑

み、倫理性、国際的公平性等の観点から、国内自給が

望ましいとされています。我が国では、供血の対価とし

て金銭を提供することを禁止し、国民のみなさんの善

意による「献血」の推進を図り、国内自給の達成に取り

組んでいます。

血液事業とは
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　全国の血液製剤を必要とする患者さんに必要な血液

製剤を必要な時に届けることはとても重要です。生命の

維持に欠かせない血液製剤を安定的に供給するための

施策は血液事業の中心施策のひとつです。

　さらに、このような安定供給の観点から、また、患者

さんへの血液を介する感染症や副作用等を減らすため、

血液製剤の適正な使用が求められているのです。

　血液製剤はほとんどが病院など医療機関という限ら

れた場所で使われており、また、血液製剤の種類によっ

ては、特定の疾患を持つ患者さんのみに使用されてい

るものもあります。このようなことから、実際には、献

血によってどのように人が人を助けているのかは、一般

の人からはなかなか見えにくいものです。

　ここに紹介するのは、小児がんと闘った4歳の男の

子のお話です。輸血のことを「アンパンマンのエキスだ」

と言って、人から血液をもらうことに感謝し、病気と果

敢に闘ったことが綴られています。

　血液事業に携わる関係者は幅広く、国、都道府県や

市町村、日本赤十字社をはじめ、血液製剤の製造販売

業者、製造業者、販売業者、実際に製剤を使用する医

療機関、患者の方々、そして、献血に協力してくださる

企業やボランティア、国民のみなさん。このように多く

の人々の協力により、血液事業は成り立っています。ひ

とりでも多くの人を救いたい、そんなひとりひとりの思

いがこれからの血液事業を発展させていくのです。
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